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 1::::お
G
を1
組1::::
お
己
や
ニ
V
興
需
#
l
出
P関
誌
"
<
<
醤
ロ
鑓
'
V
'
'c 
.fミ
d
加
時
，
，
ヤ
J
己
~
~
、
~
加
者
告
1
þ
E<' 
$詩
Q
~
己
時
』
誕
生
当
詔
回
口
器
J
γ
毛2
2
5
2
ピ
伎
州
~
;
.
v
時
持
て
ご
。
製
普
!
~
 
e詩
o
毛~
.~，~担
P
ト
モ
!
言
E書
記
~
隠
合
E宮
崎
巴
縫
~
Q
~
ぐ
ロ
ピ
出
向
'tJ'>
(s.
 
51) 
恥
骨
ー
と
Q
者
G
石
市
民
~
:
g
~
笹
口
g
"
~
-
I'¥ 
Þ
'
\
~
.
.
.
J
\
-
，
付
Q
l11
1
!I 
~
!
退
刊
.
.
.
J
~
時
告
さ
~
O
 
(R. 
Li
efmann
，
 Grundsatze 
der 
Volkswirtschl
ftslehrs
，
 Bd 
1
 H
1l
7
 
s. 
45) 
Es 
ist
 
cin 
Mangel 
Diehls
，
 da
写s
ihm 
die 
Konseq 
eロ
z，
aber 
auch 
die 
begri
fH
iche 
Klarheit 
Stammlcrs
，
 der 
Silln
 
rUr 
scharfe 
und 
eindeutig 
bestimmte 
Eegri
町'e
und 
Satze 
fehlen.
 
. 醐-一-
治
制
ご
経
済
ご
の
関
係
争
-
此
の
如
く
見
る
赴
合
法
卒
、
仮
は
其
嘗
然
の
蹄
結
ご
し
て
枇
合
的
視
察
法
を
提
唱
す
。
抑
も
経
済
現
象
が
他
の
人
間
生
活
の
現
象
さ
異
る
所
の
標
準
は
何
ぞ
や
。
デ
ヰ
I
Y
は
之
に
答
へ
て
云
ふ
。
「
人
が
其
慾
望
充
足
の
免
に
用
ふ
る
財
に
謝
す
る
配
慮
な
り
」
。
開
ω
凹
ωけ
己
目
。
ω0「
m
o
ロ
ロ
H
円
四
一
σ
の
2
0♂
(
出
。
門
出
。
昌
gω
の
F
O
ロ
N
5・
目
。
日
1
1
0
己
目
的
ロ
ロ
m
-
F円。円
出
。
(
山
口
ユ
ー
ロ
日
ω
m
o
motH.hH
ロの
FOHH-
(己目。rrω
・
N
)
換
苧
一
目
す
れ
ば
寅
質
的
内
容
の
見
地
よ
り
見
た
る
園
民
経
済
的
研
究
の
謝
象
は
「
慾
望
充
足
を
目
的
ざ
す
る
人
の
活
動
之
な
り
」
ど
。
吋
主
的
]
内
の
芦
号
「
足
。
5
与
の
ロ
・
∞
-
N
)
(門出。
山
口
町
出
向
中
町
門
出
向
ZHHm
一}]円。『
出
。
門
宗
門
出
】
2
8
mm
「目。『円。一竹内山
(
ω
E
B
B
-
2
2・
足
。
弓
)
然
ク
リ
JT
リ
ウ
ム
れ
ざ
も
新
m
A
予
の
範
固
を
正
確
に
限
定
す
る
に
は
更
じ
之
に
形
式
的
標
準
を
加
へ
ざ
る
可
か
る/
ュ
タ
ム
ラ
1
の
見
解
も
亦
同
じ
。
ら
十
。
国
民
経
済
的
学
は
慾
望
充
足
h
y
目
的
さ
す
る
人
の
活
動
を
研
究
す
る
も
の
な
れ
f
も
其
研
究
の
出
後
貼
は
個
々
人
に
あ
ら
子
。
純
粋
の
物
理
慾
望
さ
街
勤
さ
を
有
す
る
個
々
人
は
五
日
人
の
興
味
の
お
象
に
あ
ら
十
し
て
新
卒
に
意
義
あ
る
は
枇
舎
に
生
存
せ
る
個
人
の
み
。
社
合
法
的
改
涯
経
済
問
。
五
商
業
さ
経
済
一五
多
数
の
入
が
相
集
て
国
民
己
♂
ω百
)
♂
ω江戸
B
B
O
K
戒
し
以
て
今
日
の
図
家
を
組
織
せ
る
時
初
て
園
民
経
済
亭
の
濁
象
を
な
す
。
換
品
一
目
す
れ
ば
赴
舎
的
現
象
ご
し
て
の
み
人
は
吾
人
に
意
義
ゐ
b
個
人
さ
し
て
意
義
あ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
枇
命
同
法
皐
波
の
個
人
的
立
場
を
排
し
て
赴
曾
的
立
場
を
三
る
こ
さ
此
彪
に
於
て
か
別
々
瞭
々
ご
し
て
表
は
る
o
デ
キ
I
Y
は
明
に
逃
て
臼
く
「
新
卒
が
個
人
的
出
後
黙
か
将
た
赴
合
的
出
後
貼
か
敦
れ
を
有
す
る
か
の
古
来
の
論
題
に
就
て
は
赴
合
的
出
後
賠
に
釆
配
を
泉
げ
5
る
べ
か
ら
十
」
。
(口一
o
E
w
ω
・h
F
)
個
々
人
を
抱
擁
す
る
赴
合
俊
帯
m
o
N
F
T
窓
口
仏
を
倹
っ
て
初
て
図
民
経
済
的
観
察
は
可
能
な
る
を
忘
れ
て
個
々
人
よ
り
出
後
す
る
は
誤
謬
な
り
。
従
て
図
民
経
済
を
以
て
間
半
な
る
引
私
経
済
の
総
計
ご
な
し
賂
た
所
謂
図
富
は
多
数
個
人
の
宮
の
総
計
さ
な
す
が
如
き
又
謬
れ
る
な
り
。
一
の
図
民
経
済
に
結
合
す
る
人
の
総
健
は
一
特
別
の
範
臨
時
を
成
す
、
き
れ
ば
吾
人
は
一
因
民
経
済
の
中
に
結
合
せ
る
諸
カ
の
総
睦
そ
眼
中
に
把
握
せ
ゴ
る
可
か
ら
や
J
O
而
し
て
赴
合
を
成
す
カ
た
る
も
の
は
印
治
制
に
し
て
‘
こ
れ
人
宇
佐
統
合
し
外
的
の
強
制
に
由
て
集
合
生
活
の
規
則
準
・
細
を
奥
へ
以
・
て
規
律
さ
れ
整
頓
さ
れ
た
る
共
同
生
活
ケ
可
能
さ
な
し
以
て
経
済
的
文
化
生
活
を
可
能
な
ら
し
な
る
も
の
弓
り
。
人
の
経
済
が
何
等
か
の
方
訟
に
整
頓
せ
ら
れ
以
て
人
の
自
然
的
街
勤
生
活
が
理
性
的
赴
曾
的
生
活
に
向
上
す
る
時
初
て
経
済
的
現
象
あ
る
な
り。
(口一
o
r
r
ω
-
u
)
凡
そ
此
の
如
き
枇
舎
注
率
一
淑
の
主
張
は
自
然
科
亭
の
劉
象
吉
会
く
呉
れ
る
濁
自
の
讃
象
を
有
す
る
一
枇
舎
科
拳
ご
し
て
の
経
済
拳
の
性
質
を
強
調
す
る
よ
b
ホ
ゆ
る
も
の
な
b
o
手/
:l. 
タ
ム
ラ
1
乃
も
臼
く
「
き
れ
ば
図
民
経
済
的
認
識
の
根
本
俊
件
は
人
の
赴
舎
生
活
を
凡
そ
科
率
的
認
識
の
特
殊
の
謝
象
た
ら
し
め
得
る
如
き
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
や
J
」ご。
(
ω
S
S
g
-
0
3
 
ω
-
H
U
ゆ
)
夏
じ
臼
〈
「
草
な
る
工
義
撃
や
自
然
科
亭
さ
異
な
ら
な
こ
さ
を
欲
し
旦
其
特
質
を
自
ら
枇
舎
科
拳
に
属
す
る
こ
さ
に
認
め
ん
ご
す
る
、
か
、
ふ
る
科
率
的
観
察
の
出
後
貼
は
従
て
抽
象
的
の
人
的
経
済
色
0
5
8
ω
の匡
τro-
名
目
号
。
r
p
p
古
谷
号
2
Z
に
あ
ら
ざ
る
は
礁
に
し
て
一
肱
舎
的
経
済
印
.
吾
人
が
嚢
に
一
玄
へ
る
如
く
外
的
規
則
の
下
じ
立
ち
何
等
か
の
人
的
慾
望
満
足
を
目
的
ざ
す
る
協
働
こ
そ
、
之
が
出
後
賂
な
る
べ
き
な
れ
」
。
(
ω
E
g
g
-
o♂
F
H
ω
ゆ
)
ジ
:1. 
タ
ム
ラ
ー
は
特
殊
経
済
開
山
口
N
O
E
E
n
g
p
さ
赴
舎
経
済
ωON一
与
え
去
の
E
P
さ
は
会
く
異
な
れ
る
性
質
を
有
す
る
別
個
の
概
念
な
る
を
一
式
ひ
、
こ
の
雨
者
の
。ゲOユ)om
ユR
，
ざ
し
て
の
抽
象
の
経
済
巧
町
宮
島
与
rzσω
可
2
5
な
る
概
念
を
否
定
し
特
殊
経
済
が
五
口
人
の
観
察
に
要
な
き
所
以
に
及
び
て
寅
に
次
の
守
一
口
を
結
局
す
。
ロ
q
m
o
N
一色三
ωmoロ
ωのFmw沖
}
内
山
口
戸
口
一
の
宮
山
口
。
一
ロ
ハ
W
門口
m伊丹ロコ己
ωopω
のH
E
E
r
r
oロ
ロ
g
rュ
句
民
O口
弘
2
吋
2
F
E
r
¥ 
証
人
官
訟
準
法
経
済
皐
一
五
三
酪
業
さ
経
済
一
五
四
〈
O口
ι2hH円
民
間
2
同
一
口
NO}当一
-
gormw白
戸
。
ロ
ロ
ロ
〔
日
rH
の一
-
H
q
B
R
r
h
H口一
ω
n
r
g
〉〔
E
R
Z
D
円
凶
ゆ
「
ωO】一
)Oロ
σoω
円。roロ
門
目
。
一
ロ
ロ
〈
o
p
m
gロ
仏
勺
ロ
ロ
]
内
庁
仏
O円
ωON一
己
巧
山
∞
ω
0
5の『
μ
E
r
r
o
p
d
E
O「
ωZの
r
z
D
m
己
R
J弓
日
『
門
誌
rmwpNgmHBBODS
日。
σ
g
(目
。
円
足
gω
の
}
M
g
m
-
z
g
〕
opomCH)旬。口一
qRHH
何
一
口
N乙
三
円
zogpwHH
記
)O「
}
戸
山
口
勺
門
口
一
の
宮
g
o
r「・
/戸、、
cn . 
同∞
N
)
(
一
魁
舎
科
亭
は
か
¥
且
る
特
殊
経
済
の
技
術
に
就
て
の
自
然
科
率
的
記
述
さ
特
殊
経
済
の
機
械
的
合
算
に
よ
り
成
立
す
る
こ
さ
を
得
子
、
差
し
共
同
生
活
を
営
む
人
の
経
済
を
赴
合
科
率
的
立
場
よ
り
研
究
す
る
時
は
滋
に
仮
定
さ
る
k
A
が
如
き
特
殊
経
済
は
最
早
存
在
せ
ぎ
れ
ば
な
b
)
。
一
肱
合
的
観
察
訟
を
主
張
す
る
魁
合
法
亭
涙
は
園
民
経
済
的
現
象
の
決
定
的
標
準
ご
し
て
所
調
印
「
経
済
の
本
則
」
ロ
g
o
r
oロ
oEω
の
r
O
P
E
N一
℃
を
尽
く
。
最
少
の
労
尚
武
を
以
て
最
大
の
効
果
そ
牧
む
さ
云
ム
所
謂
経
済
の
本
則
〈
詰
一
〉
を
図
民
経
済
的
観
察
の
根
本
的
出
愛
知
さ
な
す
は
へ
ノレ
-マ
:/ 
が
並
(
「
図
家
経
済
研
究
」
∞
g
t三
号
岳
山
岳
町
ro
C
E
O円
ωロの
H
Zロ
ω
g
に
於
て
技
術
さ
経
済
さ
の
医
別
の
標
準
三
し
て
経
、
持
の
本
則
を
奉
げ
た
る
以
来
多
数
向
学
者
の
採
る
所
に
し
て
最
大
の
代
表
者
は
ア
ド
Y
7
・7
グ
ナ
ー
た
り
o
シ
の
如
き
額
若
な
る
代
表
者
定
な
す
べ
し
。
(
註
ニ
〉
最
近
に
於
て
は
ηノ
1
ァ、マ
ハ註一ニ〉
ノ
/
抱
(1
)
 
躍
ピ
同
き
そ
九
Q
認
可
制
占
~
¥-' 
~
時
-
!
<
@
宅
~
~
 
-
k
当
.
C
.
l
中
'J
l}
i
ペ
，
.
.
p
~
ミ
聴
盟
鼠
@
J
g
基
窓
口
~
部
将
:
;
，
，
0.
者
認
'
;
:
'
-
l"、
γ
八
Q
!
à
\
己
舘
寝
~
時
室
。
(
R
.
Liefmann
，
 Grundsatze 
der 
Volkswirtscha
ftslehre 
Bd 
I. 
1917
，
 
ss.
 
266 
bb.) 
(r
1) 
J::¥ 
~
 
+
.
ー
ロ
5記
長
5
占
.
~
惚
.
.
J
\-'ffi
-v
Die 
Wirtschaft 
im 
a
lI
gemeinen 
Sinn 
des 
Wortes 
ist
 
der 
Inb:-
griff
 
der 
auf 
fortges
ctzte 
Bescha
fTung 
und 
Verwendung 
von 
Giiter
n 
zur 
Pediirfnis
befriedigu
ng 
gerichtete
n 
planvoll 
nach 
dem 
okonomischen 
Prinzip 
crfolgenden 
Arbeits
tatigl
，臼
itenin 
einem 
geschlossenen 
oder 
als 
geschlossen 
gedachten 
menschlichen 
Bcdiirfn
is-
uncl 
Befriedigungs
kreisc
・く
Wagner
，
Grunulegung 
dcr 
politisch
en 
Okonomie
，
 3
. 
Aufl. 
1892
，
 s
. 
349) 
く
1
1
1)
';:' 
-
r--
tt
八
Q
盟
鼠
略
立
関
鼠
Q
-
1
キ
~
-
k
楠
怒
り
.
.
J
\
-
，
吋
\
-
，
，
s
，
時
中
'J
1}iペ，..p県Ij!
JII
ピ
必
d
O/tJ時
γ
J
。
お
ffi
-
v
Dabei 
werden 
einen 
besonders 
guten 
Aufschluss 
geben 
die 
a
!I
gemeinsten 
B~griffe， mit 
denen 
die 
Bezeichnung 
wir
・
tschaft
lich 
in 
Verbindung 
gebracht 
wi 
叫
Und:da 
1
 吋
eine 
Vorstel
日lu
山1れl1g
schonωnln
昭
edi
均e
Aufmc
白rk
ζ
s叩:江lm立nk
王臼ei
託t
erregt
，
 d
ie
，
 
wenn 
man 
sie 
richtig
 
auffa
sst 
und 
mit 
anderen 
wirtschaft
lichen 
Begriffcn
 
vergleic
ht
，
 in
 
der 
Tat 
die 
Losung 
des 
Problems 
n
1:iher 
bringt
. 
Das 
is
 
t
 der 
Eegriff 
des 
wirtschaf
t1
ichen 
Prinzip
s. 
(Liefmann. 
a.
 
a.
 
O. 
ss.
 
262-2(3) 
-R 
-
~・
Îl
'
-
-
サ
ー
ミ
士
三
千
~
!
.
2
1誌
J
い
国
〉
綴
織
Q
4
キ
宗
主
5
寝
袋
i
A三
崎
将
震
Q
緋
~
ど
.
.
C
'
I
'
<
'
3h?相
{
式
会
三
貴
1思
L
J
t
R
炉
心
G
s
!
.
.
2
-
.
J
い
~
~
組
織
g
黙
線
Q
景$~時
g
謎
緋
ツ
J
眠
時
~ç
~ミ
d
い
く
祖
1
)
早
々
〈
己
紹
炉
心
待
室
付
忌
.
f
'
J
J
-N)福
相
淫
穏
鑓
吋
A
聡
福
J益
ω
民
d
心
メ
~
8
，
 
，
 
，今
Q
IU'I
令
。
誕
嵐
長
~
~
総
選
~
~
~
~
-
.
J
い
E富
民
総
選
~
~
1
Q
三
~
，} 
~
-
S
l
 令
。
同
口
〈
ti;
起
伊
福
寺
羽
潟
崎
県
嬰
鹿
野
l}司同
商
業
さ
経
済
一
豆
大
的
共
同
生
活
を
支
配
す
る
規
則
よ
b
出
費
す
ぺ
き
も
の
な
b
而
て
所
謂
経
済
の
本
則
は
赴
曾
経
済
に
謝
す
る
普
遍
的
規
則
に
あ
ら
十
。
例
ぽ
工
業
組
合
組
織
時
代
に
於
て
は
小
経
帥
留
を
維
持
し
大
経
営
の
膨
脹
を
可
成
的
歴
治
す
る
の
精
一
柳
が
金
制
度
を
支
配
せ
り
、
若
し
夫
れ
経
済
の
本
則
に
よ
ら
ん
か
自
由
の
膨
脹
を
許
し
個
々
工
業
者
の
活
動
を
一
般
に
自
由
な
ら
然
る
に
蛍
時
の
赴
合
的
制
度
の
利
盆
の
結
局
に
組
合
規
則
に
後
年
資
本
主
義
時
代
に
入
、
り
此
制
限
を
し
む
ぺ
か
b
し
に
あ
ら
十
や
。
由
て
個
々
経
答
の
規
模
を
維
持
せ
し
も
の
な
り
。
撤
廃
し
自
由
競
争
制
度
さ
な
b
し
が
人
は
此
新
時
代
じ
反
謝
し
て
諸
カ
の
可
成
的
最
大
の
生
産
的
利
用
を
目
標
ざ
し
て
以
て
関
係
者
の
肉
陸
的
精
紳
的
孝
一
臓
を
閑
却
せ
る
を
難
守
る
な
り
。
若
し
夫
れ
経
済
の
本
則
に
擦
ら
ん
か
童
夜
間
断
な
き
機
械
の
蓮
縛
さ
婦
女
子
勢
力
巡
な
き
遵
奉
は
不
可
能
な
り
し
な
弘
さ
。
の
自
由
な
る
利
用
を
可
‘
な
り
ご
せ
ん
が
赴
舎
的
共
同
館
の
震
に
此
経
済
の
本
則
の
狐
疑
透
(
註
二
〉
〈
詰
三
〉
註
ハ
一
〉
此
貼
ア
キ
1
チ
エ
山
w
が
経
済
の
本
則
島
以
て
「
一
般
的
理
性
原
理
」
仏
言
問
2
2
0
]】
ο
〈
2
5
ぇ
7
F
E
N一喝
さ
云
へ
る
さ
照
合
す
ぺ
し
o
ハ
国
-
U
H
O
R
O
]
旬、口
5
2
2
5
Z
F
o
E待。ロ
o
g
P
E
g
-
m
-
ロ
σ但
個
人
的
立
場
た
さ
る
氏
が
品
原
理
の
意
義
に
就
て
デ
キ
l
h
w
さ
根
本
見
解
奇
異
に
す
る
こ
さ
云
ふ
ま
で
も
な
1
」
O
ハニ〉
ロ円。
E
-
m
・。
V
ユ
タ
ム
ヲ
l
に
就
て
は
前
掲
書
、
特
に
百
四
十
四
頁
(
参
照
。
-J 
ハ一
一
)
民
野
の
立
場
に
あ
る
リ
1
フ
マ
ン
は
此
黙
に
於
て
デ
キ
I
M
F
が
経
済
理
論
さ
経
済
政
策
た
混
同
ぜ
る
た
云
ふ
。
(
F
S円
ghHロ
p
p
P・
O
-
凶・
ω
0
4〉
経
済
の
本
則
じ
謝
す
る
赴
曾
法
事
波
の
所
見
右
の
如
し
。
五
日
人
は
滋
に
於
て
一
枇
舎
法
亭
振
の
根
本
思
想
を
要
約
す
る
の
地
位
に
達
し
た
る
が
如
し
。
O
 
L
H
J
 
一
肱
舎
治
亭
波
は
個
人
的
自
然
科
率
的
観
念
に
支
配
せ
ら
る
、
経
済
的
学
を
排
す
る
も
の
な
個
々
人
其
慾
望
、
其
衝
動
よ
b-
出
後
す
る
経
済
苧
は
英
図
正
統
率
振
を
始
め
ご
し
て
皆
一
枇
舎
法
亭
振
の
敵
な
b
o
(
詰
一
〉
園
民
経
済
撃
は
一
の
赴
曾
科
亭
な
b
赴
合
的
協
働
よ
b
後
生
す
る
現
象
を
観
察
す
る
も
の
な
れ
ば
凡
そ
個
人
経
済
て
ふ
出
後
貼
は
不
可
能
な
b
ご
す
。
夏
に
赴
舎
法
亭
波
は
園
民
経
済
的
認
識
を
所
謂
経
済
の
本
則
よ
-
b
誘
導
す
る
こ
ご
を
排
す
。
此
原
則
た
る
普
遍
に
安
蛍
な
る
以
上
人
間
行
怨
一
般
に
謝
す
る
一
の
功
利
的
規
準
た
b
技
術
的
私
経
済
的
観
察
に
蛍
つ
て
は
用
あ
れ
ざ
も
、
夢
め
、
根
本
的
な
る
図
民
経
済
上
の
原
則
定
見
る
を
得
・
ず
さ
。
赴
舎
法
拳
波
は
此
の
如
き
根
本
的
思
想
を
進
展
せ
し
め
て
所
謂
経
済
的
法
則
色
白
ω
宅一円
z
r
p
p
m
o
m
O
R
を
排
早
川
す
。
ハ
註
ニ
〉
一
般
に
永
続
的
柊
始
泳
ら
ぎ
る
経
済
現
象
な
る
も
の
存
す
る
も
の
に
あ
ら
子
従
て
比
「
法
則
」
な
る
も
の
存
す
る
の
徐
地
な
し
。
此
等
現
象
は
蛍
面
の
一
肱
曾
形
態
の
異
な
る
に
従
て
愛
化
す
。
畢
覚
、
各
個
赴
舎
形
態
内
に
て
只
、
或
令
規
社
合
法
接
渡
経
済
皐
一
五
七
商
業
さ
経
済
一
五
入
則
性
さ
後
展
傾
向
(
の
の
三
ω
m
O
H
f
m
o
z
p
a
m
r
o
p
o
H
H
ロ
ロ
仏
関
与
之
島
一
5mω
門
OEOHHNg)
さ
を
認
め
得
る
に
過
ぎ
子
、
断
じ
て
普
遍
的
経
済
的
治
則
に
あ
ら
，
さ
る
な
り
。
(口一
oEa
∞-
h
}
0
0
)
此
の
如
き
ぬ
枇
舎
法
問
予
涙
の
消
極
的
主
張
な
b
其
積
極
的
に
主
張
す
る
所
在
見
る
じ
其
名
の
一
不
す
が
如
く
赴
合
的
観
察
法
を
提
唱
す
。
詳
4
一
目
す
れ
ば
先
づ
第
に
説
明
さ
る
べ
き
経
済
現
象
の
後
生
す
る
赴
合
形
態
の
而
て
比
観
察
法
は
同
時
に
治
的
観
察
法
な
り
、
其
故
は
治
的
規
則
殊
に
私
有
財
産
格
形
成
の
様
式
に
由
て
一
肱
曾
形
態
に
種
々
の
別
後
生
す
れ
ば
な
b
o
か
く
て
赴
合
法
的
学
波
は
裳
時
多
〈
は
通
例
な
b
し
抽
象
的
経
済
理
論
を
排
し
て
具
程
的
な
る
経
済
理
論
を
樹
て
む
さ
欲
す
、
詳
言
す
れ
ば
業
経
済
理
論
一
定
さ
る
可
き
を
言
ふ
。
は
仮
設
の
経
済
人
よ
b
出
後
せ
子
寅
際
の
経
済
現
象
の
考
究
さ
る
、
其
赴
合
形
態
よ
り
出
援
す
る
が
故
に
英
理
論
は
所
謂
「
純
正
」
経
済
理
論
に
於
け
る
よ
り
も
遂
に
現
質
的
正
異
的
性
質
eT
得
さ
は
其
代
表
者
の
主
張
す
る
所
な
り
ご
す
。
註
ハ
一
)
デ
・
ヰ
l
u
口
フ
ヰ
夕
、
す
グ
ラ
Y
ト
並
に
英
図
正
統
皐
涯
等
所
詞
自
然
法
準
況
の
根
本
謬
組
荘
、
そ
が
人
は
或
自
然
的
街
勤
さ
或
自
然
的
慾
望
た
有
す
る
が
故
に
此
街
勤
慾
虫
た
充
足
す
べ
き
様
式
方
法
も
自
然
に
典
へ
ら
れ
土
る
も
の
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
さ
潟
し
れ
る
貼
に
認
む
。
〈口一
oEU
出
・
5
3
(ロ
w
E
u
ω
・
ム
0
0
)
つ一〉
デ
キ
l
w
は
正
統
皐
涯
の
「
法
則
」
岳
批
評
し
て
日
く
リ
カ
ル
ド
は
競
争
経
済
た
以
て
経
摂
生
活
の
J
「
自
然
的
」
「
永
久
的
」
秩
序
さ
な
し
士
リ
し
が
か
』
ろ
競
争
経
済
は
リ
カ
ル
ド
の
時
代
に
も
営
時
の
長
銀
に
闘
し
て
は
街
昔
時
の
図
家
的
賃
銀
決
定
が
多
少
の
影
響
た
布
在
ゼ
ざ
リ
ミ
マ
。
及
し
、
職
工
組
合
も
活
弱
な
が
ら
形
成
ぜ
ら
れ
又
貧
民
救
助
法
の
彰
響
も
あ
リ
此
等
の
事
情
は
皆
賃
銀
決
定
に
影
響
た
及
し
土
る
も
の
な
る
が
w
リ
カ
W
ド
は
彼
の
賃
銀
法
則
の
運
用
た
妨
ぐ
九
「
妨
害
的
副
事
情
」
ざ
し
て
、
、
れ
等
た
関
却
ぜ
り
Q
然
れ
ど
も
賃
銀
形
成
の
正
営
な
る
知
識
に
語
す
る
に
は
此
等
の
亭
崎
も
度
外
視
す
る
た
詐
さ
ず
。
・刀
ωw
テ
ゎ
ぺ
賃
銀
昇
降
制
、
野
間
協
約
等
の
如
ミ
マ
「
自
由
競
争
」
の
法
律
的
或
は
任
意
的
制
限
た
考
慮
ア
ル
グ
マ
イ
ネ
ゼ
ツ
ツ
エ
ぜ
ず
し
て
問
題
た
研
究
す
可
か
ら
ず
。
さ
れ
ど
か
く
云
へ
町
さ
て
賃
銀
皐
設
は
一
脳
的
立
言
の
樹
立
た
止
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
只
経
験
的
賃
銀
統
計
的
色
材
料
葉
集
に
限
る
可
し
さ
稲
す
る
呪
今
に
於
て
は
強
大
な
ゐ
労
働
組
合
、
一
般
典
型
的
設
展
径
路
島
瓦
出
す
こ
さ
口
元
よ
り
貨
供
賃
銀
法
則
」
仏
S
F
。
z
m
gえ
N-L
目
的
ざ
す
べ
か
ら
ず
一
定
の
時
期
に
於
げ
る
愛
民
の
幾
多
の
合
規
則
性
巳
5
0
μ
ロ
N
O
目
立
}
5
4
0
口
出
n
m
o
r
z
E
m
r
z
z
p
仏
日
開
三
乏
の
E
S∞
司
令
目
的
さ
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
(
口
紅
巳
u
g
-
H
o
o
t
H
S〉
に
は
わ
ら
ず
。
賃
銀
形
成
に
闘
す
る
な
り
。
さ
れ
ざ
此
研
究
は
決
し
て
「
一
又
、
マ
山
w
サ
ス
に
闘
し
て
一
宮
ふ
、
マ
一
人
口
原
理
、
一
人
口
法
則
な
る
も
の
M
F
サ
『
ハ
の
一
宮
ふ
如
き
人
口
移
勤
の
多
数
の
傾
向
存
す
ろ
の
み
u
而
て
這
は
個
々
氏
族
の
法
制
及
自
然
的
文
化
的
国
民
的
特
徴
に
従
て
異
な
れ
る
の
み
な
ら
ず
な
リ
o
ハ
ロ
ぽ
巴
-
m
・
5
3
存
ゼ
ナ
。
一
民
族
の
各
階
級
に
て
一
見
に
鼻
、
な
れ
る
自
然
科
卒
に
於
げ
る
「
仮
設
的
」
法
則
の
如
き
ら
経
済
見
引
に
て
樹
立
す
べ
か
ら
ざ
る
に
就
て
デ
キ
I
U
は
日
く
o
自
然
科
争
に
於
げ
る
「
仮
設
的
」
溶
下
の
法
則
は
空
気
の
抵
抗
に
よ
リ
修
E
ぜ
ら
る
』
た
要
す
さ
路
、
此
相
場
合
口
氏
殴
た
以
て
此
抵
抗
た
綿
密
に
測
定
す
る
た
得
ろ
な
リ
。
例
社
合
法
忠
一
海
経
済
問
中
一
五
九
商
業
さ
経
済
二ハ
O
ぼ
二
つ
の
重
さ
呉
れ
る
物
鰹
岳
民
、
空
内
に
入
れ
其
落
下
島
観
察
し
空
.
気
の
抵
抗
た
排
.
除
す
る
こ
ざ
た
得
、
郎
、
自
然
界
の
力
は
孤
立
し
て
業
合
法
則
的
作
用
た
験
す
る
こ
ら
得
る
な
り
。
然
れ
』
ど
も
如
何
に
し
て
吾
人
は
人
の
白
利
、
博
愛
、
宗
教
的
、
道
徳
的
其
他
の
要
素
の
作
用
品
認
識
し
「
合
エ
ゴ
イ
ス
ム
ス
法
則
的
」
に
測
定
す
る
お
得
ん
や
。
利
己
は
経
済
生
活
上
標
準
的
重
要
た
有
す
る
も
の
に
あ
ら
?
。
否
人
は
之
島
「
根
本
力
」
さ
し
て
之
よ
り
出
設
し
恰
も
天
文
皐
物
理
串
に
於
て
重
力
の
法
則
主
リ
結
論
岳
引
く
が
如
く
以
て
同
様
に
確
か
な
る
結
呆
に
到
注
す
る
事
ら
得
?
。
図
民
経
済
上
其
他
の
「
諸
力
」
は
甚
穴
其
力
大
に
し
て
之
ら
皐
に
根
本
力
の
「
琵
克
」
さ
し
て
考
察
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
0
(
口一
o
E
・
g
・
8
H
l
問。δ
四
一
肱
合
法
拳
汲
の
坂
本
思
想
は
以
上
の
如
き
が
之
を
一
言
を
以
て
表
せ
ば
汗
は
赴
合
的
観
察
法
を
提
唱
す
る
も
の
な
り
、
而
て
一
管
に
経
済
現
象
は
時
代
を
異
に
し
民
放
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
相
異
す
る
所
ゐ
る
を
主
張
す
る
怠
味
に
於
て
赴
舎
的
な
る
の
み
な
ら
子
、
一
時
代
一
民
族
に
就
て
も
園
民
経
済
亭
の
封
象
は
私
経
済
又
は
特
殊
経
済
に
あ
ら
子
個
別
経
済
の
合
計
以
上
の
も
の
た
る
赴
舎
経
済
な
b
ご
な
す
勤
に
於
て
赴
舎
的
た
る
も
の
さ
す
。
而
て
此
後
段
の
主
張
を
魚
す
貼
じ
於
て
吾
人
は
本
率
一
以
が
単
な
る
歴
史
率
一
淑
の
踏
襲
者
た
り
後
継
者
た
ら
5
る
其
根
本
特
徴
を
見
出
す
べ
き
な
b
、
魁
合
法
卒
採
に
お
す
る
賛
否
繭
論
は
皐
覧
十
る
に
此
根
本
特
徴
に
謝
す
る
賛
否
に
由
て
決
す
さ
稀
す
る
も
過
言
に
あ
ら
ぎ
る
べ
し
。
赴
合
法
亭
波
経
済
問
晶
子
は
此
の
如
〈
雨
様
の
意
味
に
於
て
赴
合
的
な
り
。
き
れ
ば
震
に
此
亭
汲
こ
そ
遠
〈
自
然
法
事
波
よ
b
今
日
の
経
済
的
門
手
数
科
書
に
至
る
ま
で
の
個
人
的
観
念
に
支
配
さ
る
〉
経
済
亭
に
謝
す
る
最
大
の
敵
濁
亭
涙
な
b
さ
稽
す
ぺ
き
な
b
o
然
b
最
大
の
グ
グ
ン
ザ
ツ
ツ
一
謝
立
に
想
到
せ
一
政
調
率
一
淑
な
・
り
、
吾
人
は
怒
に
於
て
現
下
経
済
率
界
に
於
け
る
興
味
あ
る
り。
他
な
し
。
カ
1
Y
・
デ
キ
I
Y
J乙
ロ
バ
ー
ト
-
Y
1
7
-マ
y
の
濁
立
之
な
b
。
デ
ヰ
I
Y
の
根
本
思
想
は
Y
I
F
N
7
・
ジ
ュ
タ
ム
ラ
1
の
一
肱
舎
哲
亭
に
出
る
こ
さ
吾
人
の
上
に
見
た
る
が
如
し
、
之
に
反
し
9
1
7
-マ
ン
は
自
ら
明
言
せ
る
如
く
へ
}V 
-マ
y
・ρ
イ
シ
y
y
ヒ
・
ゴ
y 
セ
y
E
2
5
8口
同
巳
E
o
r
。
ωωop
を
奉
歩
る
経
済
的
学
者
な
b
o
Y
ご
を
封
比
劉
照
す
る
を
得
ん
に
は
又
デ
キ
l
y
さ
y
1
7
ハ
詰
一
〉
入
、
ジ
;:1. 
タ
ム
ラ
1
J己
プ
，
y
セ
マ
ン
の
謝
立
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
推
知
す
る
に
難
か
ら
十
。
果
然
、
雨
者
は
経
済
亭
の
本
質
に
関
し
て
雨
々
相
反
す
る
の
思
想
を
奉
十
。
一
は
一
肱
合
的
立
場
を
さ
り
他
は
個
人
的
立
場
を
さ
れ
る
な
り
。
註
〈
一
)
リ
ー
フ
マ
シ
自
ら
日
く
、
「
ゴ
y
セ
シ
は
予
が
本
書
存
者
す
に
営
り
最
負
ふ
所
わ
る
向
学
者
に
し
て
、
予
が
蕊
に
展
開
ぜ
る
理
論
の
根
抵
大
る
根
本
岡
山
・
恕
に
於
て
予
の
先
輩
な
り
さ
砲
し
、
得
る
唯
一
の
者
な
り
」
U
(
『
L
一巳
g
g
p
υ
-
P・
c・
〈
0
2
o
z
M口
V
枇
合
法
革
砥
経
済
問
中
一-L・
ノ、
商
業
さ
経
済
一六
デ
キ
1
Y
は
ジ
ュ
タ
ム
ラ
1
ご
同
じ
く
図
民
経
済
の
組
織
原
理
を
治
制
に
認
る
に
反
し
、
リ
ー
フ
マ
シ
は
金
交
換
取
引
を
組
織
す
る
も
の
は
扇
利
活
動
な
り
ご
し
日
く
法
制
は
遂
に
一
個
の
交
換
を
す
ら
起
き
し
む
る
能
は
子
、
図
家
は
中
世
紀
に
於
て
す
ら
自
ら
債
格
を
作
る
こ
さ
能
は
子
只
、
私
的
鼠
利
活
動
を
根
祇
ざ
し
て
後
展
せ
る
自
由
取
引
の
債
格
形
式
に
闘
し
て
只
債
格
規
定
を
結
局
し
得
た
る
に
過
ぎ
歩
、
私
的
鼠
利
活
動
こ
そ
常
じ
又
あ
ら
ゆ
る
経
済
制
度
に
於
け
る
凡
て
の
交
換
取
引
現
象
を
説
明
す
ぺ
き
な
り
。
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競
争
は
経
済
理
論
に
お
し
て
は
何
等
治
制
の
産
物
に
あ
ら
歩
し
て
私
的
鼠
利
活
動
の
産
物
た
り
。
如
何
ご
な
れ
ば
法
制
は
多
数
の
者
が
同
種
の
財
の
提
供
を
な
す
事
買
を
惹
き
起
し
得
る
も
の
に
あ
ら
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之
に
到
し
て
臼
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マ
ン
が
競
争
は
法
的
原
理
じ
あ
ら
十
し
て
経
済
現
象
な
り
、
競
争
は
私
的
嵐
利
活
動
よ
り
後
生
せ
し
も
の
じ
し
て
治
制
よ
り
生
悲
し
も
の
に
あ
ら
少
さ
云
へ
る
に
徴
す
る
に
彼
は
法
律
ご
法
則
に
関
し
て
奇
妙
の
観
念
を
有
す
る
が
如
し
、
或
法
律
的
規
則
在
っ
て
之
が
枝
松
を
輿
ふ
る
に
あ
ら
十
ん
ば
如
何
に
し
て
私
的
嵐
利
活
動
後
生
す
べ
き
や
。
競
争
は
法
的
制
度
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
や
、
詳
一
一
一
目
す
れ
ば
此
法
制
は
個
々
経
済
主
陸
に
生
産
手
段
の
自
由
底
分
権
を
奥
へ
て
角
遂
を
起
こ
す
に
至
る
も
の
な
b
」。
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雨
者
の
相
違
は
私
経
済
の
経
済
率
研
究
に
讃
す
あ
意
義
に
就
て
其
明
瞭
に
表
は
る
。
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私
経
済
を
会
図
民
経
済
の
細
胞
に
な
す
を
誤
謬
ざ
す
る
に
反
し
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マ
シ
は
図
民
経
済
上
特
殊
経
済
は
例
ば
人
間
有
機
陸
に
於
け
る
個
々
細
胞
以
上
の
濁
立
せ
る
単
位
如
何
さ
な
れ
ば
細
胞
が
濁
自
の
生
命
を
有
せ
?
、
少
く
さ
も
精
神
的
生
命
を
有
せ
十
?」
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会
有
機
陸
の
み
が
生
存
し
且
目
的
を
有
す
る
に
反
し
て
経
済
上
の
細
胞
た
る
特
殊
経
済
は
生
命
ゐ
る
唯
一
の
も
の
に
し
て
業
活
動
茶
目
的
追
求
に
由
て
の
み
所
謂
図
民
経
済
的
有
機
鰻
は
成
立
す
る
な
り
。
然
る
に
図
民
経
済
は
特
殊
経
済
の
如
く
濁
自
の
意
志
濁
自
の
目
標
を
有
す
る
有
機
憶
に
は
あ
ら
子
園
民
経
済
は
経
済
じ
あ
ら
5
る
な
り
、
従
つ
て
寧
ろ
趨
切
に
:
:
:
:
:
:
交
換
経
済
的
機
構
古
橋
す
ぺ
し
。
特
殊
経
済
は
業
活
動
禁
目
的
追
求
英
政
盆
活
動
開
門
門
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に
由
て
無
意
識
に
此
交
換
経
済
的
機
構
を
作
る
も
の
な
れ
ば
此
交
換
経
済
的
機
構
は
か
の
股
盆
活
動
よ
り
説
明
さ
る
ぺ
き
も
の
な
り
従
て
特
殊
経
済
の
観
察
を
避
〈
る
諮
は
ぎ
る
の
み
な
ら
十
之
よ
h
出
愛
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ゴ
る
な
り
」
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見
る
可
し
吾
人
が
嚢
に
赴
合
法
的
学
一
ほ
の
根
本
特
徴
さ
な
せ
る
結
に
謝
し
て
7
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否
定
的
態
度
を
さ
る
な
。
ン
は
正
に
彼
は
明
に
臼
く
「
経
済
的
観
察
の
特
殊
の
謝
象
ざ
し
て
特
殊
経
済
の
外
に
特
別
の
赴
舎
経
済
な
る
も
の
存
在
せ
十
」
ご
。
両
者
は
到
底
融
和
す
べ
か
ら
ぎ
る
な
社
合
法
思
疎
経
済
皐
一
六
三
商
業
主
経
済
一
六
回
り。
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大
著
「
困
民
経
済
原
論
」
二
容
二
九
一
七
年
及
一
九
一
九
年
)
は
デ
キ
1
Y
の
上
じ
建
設
せ
ら
る
ご
一
式
ふ
も
過
言
に
あ
ら
や
。
が
私
経
済
的
技
術
的
原
理
じ
し
て
図
民
経
済
的
原
理
に
あ
ら
宇
さ
す
る
か
の
経
済
の
本
則
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彼
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、
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用
さ
利
用
の
差
額
、
股
盆
開
ユ
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の
最
大
を
期
す
る
所
に
経
済
の
意
義
は
あ
b
経
済
は
利
用
費
用
の
比
較
を
意
味
す
さ
し
、
限
界
利
用
均
等
の
法
則
(
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y
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ン
の
第
二
法
則
)
じ
代
へ
て
彼
の
「
限
界
政
盆
均
等
の
法
則
」
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戸
間
の
を
樹
て
臼
く
「
此
法
則
は
経
済
理
論
に
最
重
要
の
法
則
た
b
某
故
は
こ
れ
一
管
に
特
殊
経
済
の
経
済
行
潟
の
み
な
ら
子
会
交
換
取
引
組
織
を
も
支
配
す
れ
ば
な
り
」
さ
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マ
シ
に
よ
れ
ば
V
ユ
タ
ム
ヲ
ー
が
経
済
阜
の
内
容
た
定
む
ろ
に
法
制
た
授
一
用
じ
来
ろ
は
一
の
窮
策
な
り
。
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が
経
済
阜
の
内
容
た
定
む
る
に
法
制
た
援
用
し
来
る
'
口
彼
の
見
解
に
よ
れ
ぽ
こ
れ
以
外
人
間
協
仰
の
観
察
に
営
リ
一
例
濁
立
の
科
阜
的
認
織
の
封
象
あ
得
る
こ
さ
不
可
能
な
る
の
忠
由
に
よ
る
も
の
な
れ
ぽ
這
は
一
の
窮
策
に
過
ぎ
ず
」
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y
の
個
人
的
立
場
を
示
す
も
の
に
し
て
正
に
デ
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の
根
本
思
想
吉
正
反
封
じ
立
つ
所
以
な
り
。
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の
赴
合
的
観
察
を
以
て
し
て
は
覧
に
経
済
理
論
そ
供
給
す
べ
か
ら
5
る
を
反
覆
主
張
す
。
乃
も
臼
く
「
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如
、
〈
凡
て
の
科
卒
、
凡
て
の
理
論
は
抽
象
を
免
す
ぺ
き
こ
さ
を
了
解
せ
中
大
の
「
ア
リ
の
俵
」
ケ
籾
察
せ
ん
ど
す
る
時
は
後
に
此
不
可
能
の
怠
闘
を
再
び
忘
れ
ざ
る
限
b
断
じ
て
何
等
の
認
識
に
も
到
達
せ
?
」
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に
し
て
異
に
『
理
論
的
図
民
経
済
践
す
』
を
奥
ふ
可
く
ん
ば
其
主
命
題
は
個
人
的
な
る
ぺ
く
然
ら
十
ん
ば
全
然
こ
れ
な
か
る
可
し
」
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マ
シ
さ
デ
キ
I
Y
さ
の
個
々
思
想
の
相
異
を
該
に
指
摘
論
評
せ
む
こ
ご
吾
人
の
一
肱
舎
法
等
振
の
根
本
思
想
を
略
叙
し
水
ゆ
っ
て
只
此
雨
者
の
封
立
に
及
ぺ
る
回
目
に
あ
ら
子
。
の
み
。
ゴ
y
セ
シ
か
ジ
ュ
タ
ム
ラ
ー
か
、
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1
7
マ
シ
か
デ
キ
I
Y
か
、
経
済
事
の
根
本
問
題
に
閲
す
る
こ
個
の
歴
史
的
潮
流
は
最
近
猫
逸
経
済
率
界
の
二
大
産
物
に
於
て
某
興
味
あ
る
戦
い
を
演
じ
っ
k
A
あ
り
。
こ
れ
経
済
亭
研
鎖
の
途
上
に
於
け
る
五
口
人
亭
徒
が
注
視
し
注
目
す
ペ
き
興
味
の
第
一
知
な
り
。
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